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令和５年度決算特別委員会において「検討する」旨答弁した事項の検討状況について
道 路 課

「検討する」旨の答弁を行った事項 そ の 後 の 検 討 状 況

【質問要旨】

県の除雪の見える化を進めてほしい。

【答弁要旨】

他県や県内の各道路管理者の状況を踏まえな

がら、質問内容について検討していく。

道路利用者への情報提供の取組としては、県内各地点の降積雪量や凍結状況

等のほか、主要箇所に設置したライブカメラの画像をウェブサイト上で公開し

ている。

こうした中、除雪日報等の自動作成や除雪車の運行状況の把握など、業務の

効率化を図るため、昨年度、ＧＰＳによる「秋田県除雪稼働管理システム」を

新たに構築し、令和５年度冬期から運用を開始したところである。

除雪の見える化については、県内１２市町において除雪車にＧＰＳを導入し、

うち４市で情報を公開しているものの、国や東北各県では、こうした事例がな

く、位置情報を公開することによって、宅地内の雪を車道上へ排雪される懸念

があることから、人身・車両事故の誘因や早朝までの除雪作業の完了に支障を

来たす恐れがある。

このため、現時点で除雪作業の情報公開を行う予定はないが、運用を開始し

た「秋田県除雪稼働管理システム」で得られた課題や他県の状況等を踏まえな

がら、今後慎重に判断していきたい。
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秋田県道路整備計画の更新について
道 路 課

１ 概要

（１）本計画は県の各種施策を着実に推進するため、道路整備

の方向性を示すものである。

（２）計画の構成

・現状と課題の整理

・道路整備の方針（道路整備の施策体系）

・道路整備の方向性（道路ネットワークの定義）

・地域別道路整備計画ネットワーク

・道路整備の効果

２ 主な更新内容

（１）計画期間

・令和６年度から令和１０年度までの５年間。

（現計画は、令和元年から令和５年の５年間）

（２）道路整備の効果及び目標指標

・道路整備の方針として、「５つの柱・１０の施策」を再整

理し、柱ごとの目標指標を更新。

３ 今後のスケジュール

・７月下旬：ホームページで公表。

４ 道路整備の方向性

・今後を見据えた道路整備の方向性を３つの道路ネットワーク

の形でとりまとめ。

５ 地域別道路整備計画ネットワーク

（例：鹿角地域振興局）

②産業・物流に寄与するネットワーク

①県土の骨格を形成する道路ネットワーク

地域別道路整備計画ネットワーク

重ね合わせ

８地域ごとに

③観光に寄与するネットワーク

至 青森県十和田市

至 大館市

至 

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町

至 

岩
手
県
八
幡
平
市

至 青森県黒石市

至 青森県弘前市

至 大館市

至 大館市

・十和田・八幡平等への広域観光

　ルートの機能強化

・安全・安心を支える生活道路の

　整備

・県際広域物流ルートの安全確保

鹿角地域の道路整備の施策

・世界文化遺産等への誘客拡大

・青森・岩手方面との交流拡大

・かづの農産品の市場拡大

鹿角地域の課題
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特定都市河川の指定について
河 川 砂 防 課

１ 概要

令和５年７月豪雨を受けて策定した「水災害対策プロジェ

クト」に基づき、ハード・ソフト一体となった取組を行うな

ど、流域全体の関係者が連携した治水対策を進めている。

特に秋田市中心部では、内水氾濫も重なり６千棟を超える

浸水被害が発生したことから、流域治水の取組を加速させる

ため、旧雄物川流域の６河川を特定都市河川に指定する。

２ 指定する河川及び流域

３ 特定都市河川制度

気候変動により水害が激甚化・頻発化する中、通常の河川改

修のみの対策では浸水被害の防止を図ることが困難となって

きている状況を踏まえ、土地利用規制等のソフト対策も一体

となった総合的な浸水被害対策を推進する河川とその流域。

○主な土地利用規制等のソフト対策

（１）雨水浸透阻害行為の許可

・宅地等以外の土地で、１，０００m2 以上の雨水浸透阻害

行為をする場合、秋田市長の許可が必要となり、許可にあ

たっては貯留・浸透対策が義務付けられる。

＜雨水浸透阻害行為＞

①宅地等にするために行う土地の形質変更

②土地の舗装

③その他、土地からの流出雨水量を増加させるおそれのあ

る行為

＜貯留・浸透対策のイメージ＞

浸透ます 透水性舗装 雨水タンク

市町村界

特定都市河川

旧雄物川特定都市河川流域

調整池

秋田市

大仙市

潟上市 五城目町
上小阿仁村

井川町

旧
雄
物
川 太平川

猿田川

旭川
新城川

草生津川

雄
物
川

日
本
海

市町村界

特定都市河川

旧雄物川特定都市河川流域
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（２）貯留機能保全区域の指定

・氾濫水又は雨水を一時的に貯留する機能を有する土地を、

所有者の同意を得た上で区域指定することができる。

（３）浸水被害防止区域の指定

・一定の開発行為及び建築の制限をすべき土地を、縦覧等

の手続きを経た上で区域指定することができる。

※具体の対策は、特定都市河川指定後に設置する流域水害対

策協議会で検討し、流域水害対策計画としてとりまとめる。

＜特定都市河川制度を活用した対策イメージ＞

４ 今後のスケジュール

○令和６年度

７月上旬 法定意見聴取（県知事から秋田市長へ）

広報誌やウェブサイト等による周知

７月中旬 住民説明会

～下旬

７月下旬 国土交通大臣への同意付き協議

１１月上旬 特定都市河川指定の公示

流域水害対策協議会設置

○令和７年度 流域水害対策計画策定

＜参 考＞

○全国の特定都市河川指定状況（令和６年３月２９日時点）

全国 ２４水系 ３２７河川

うち東北 ４水系 ５１河川

宮城県 鳴瀬川水系 吉田川ほか２５河川

高城川水系 高城川ほか９河川

阿武隈川水系 尾袋川ほか３河川

山形県 最上川水系 石子沢川ほか１河川

福島県 阿武隈川水系 釈迦堂川ほか８河川

※国土交通省 HP より引用
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船川港港湾計画改訂の概要について
港 湾 空 港 課

１ 概要

・船川港は、平成９年に改訂した港湾計画に基づき整備を進

めているが既に２５年以上経過。

・近年の秋田県沖で進展している洋上風力発電事業の動向や

能登半島地震を教訓とする半島防災のあり方など、船川港

を取り巻く状況の変化に伴い港湾機能の強化が必要。

・港湾計画改訂にあたり、概ね２０年から３０年先の長期的

な視点に立った船川港の将来像や取組の方向性等を取りま

とめた「船川港長期構想」を令和６年３月に策定。

・長期構想を踏まえ、概ね１０年から１５年先を目標年次と

した港湾施設の規模及び配置等について港湾計画を見直

し。

２ 主な改訂内容

①多目的国際ターミナルの整備（大水深岸壁、ふ頭用地等）

・今後の原木などの既存貨物の伸びや新たな洋上風力発電

関係貨物の取扱い等が予測されていることから、多目的

に対応可能な岸壁及びふ頭用地や洋上風力関連企業等の

誘致を目的とした工業用地を位置付け。

②災害時の物流機能確保（耐震強化岸壁）

・能登半島地震を教訓とし、災害時の緊急物資の海上輸送

拠点としての役割を担う耐震強化岸壁を位置付け。

③洋上風力発電事業のＯ＆Ｍ※１拠点化

（土地利用計画等変更）

・秋田県沖の洋上風力事業サイトにアクセスしやすい船川

港をＯ＆Ｍ拠点とすべく、ＣＴＶ※２の係留機能を確保する

ための土地利用計画の見直し。

※１ Ｏ＆Ｍ：洋上風力発電設備の運転・保守

※２ ＣＴＶ：洋上風力発電設備の工事・保守管理用の小型船

３ 計画改訂スケジュール

令和６年５月３１日 秋田県地方港湾審議会

令和６年６月２８日 国土交通省交通政策審議会港湾分科会

令和６年８月 船川港港湾計画改訂告示

洋上風力発電（秋田港） ＣＴＶ
（提供：Akita OW service 社）
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